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　　　TALK IS LOFT　新宿ロフトプラスワン事件簿

TALK IS LOFT 新宿ロフトプラスワン事件簿

　　著：平野悠（ロフトプラスワン創始者）

 　　　サブカルチャーの聖地、銀河系初のトークライブハウス、ロフトプラスワン

大槻ケンヂ /  杉作 J 太郎＆吉田豪 / 園子温 / 堀江貴文 /  森達也 / リリー・フランキー他

　　出演したきた著名人達のロフトプラスワンならではのエピソード，コメントも紹介

1995 年 7 月、世界初のトークライブハウスとして新宿

にオープンした『ロフトプラスワン』。音楽、映画、文学

マンガ、アニメ、お笑い、アイドル、エロ、政治経済、社

会問題など、ありとあらゆるテーマのトークイベントを 20 年

以上にわたり開催し、“タブーなき言論空間”として

トークライブの文化を日本に定着させてきたサブカルチャー

の総本山だ。そんなロフトプラスワンの黎明期に巻き起こった

スキャンダラスな事件の数々を、創始者である「ロフト

席亭」こと平野 悠が透徹した視点と筆致で自ら語り尽くした

一大回想記。

           「新宿サブカル御殿」（中森明夫）

           「オタクの聖地」（唐沢俊一）
           「乱闘、襲撃酒場」（鈴木邦男）
           「文化のドブさらい」（リリー・フランキー）

などと呼ばれ、そのテーマが面白そうなことなら有名無名にか

かわらずどんな人にでも表現の場を提供し続けてきたロフトプ

ラスワンはどんな経緯でオープンに至り、サブカルチャーの

発信基地となっていったのか。波乱含みで筋書きのないトーク

ライブの醍醐味とは何なのか。90 年代日本のサブカルチャ
ーを語る上でも資料的価値の高い一冊。

著者プロフィール　平野悠

「株式会社ロフトプロジェクト」代表取締役

70 年代に烏山、西荻窪、荻窪、下北沢、新宿
にライブハウス「ロフト」を次々とオープン。
著作に『ライブハウス『ロフト青春期」』

（2012 年講談社刊）がある


